
議長提出議案第7号

森林交付税創設に関する意見書

このことについて､下記のとおり内閣総理大臣､大蔵大臣､農林水産大臣､自治大臣.

国土庁長官に意見書を提出する｡
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三朝町親会議長西村武津美

森林交付税創設に関する意見書

森林は木材資源を供給するばかりでなく､気候を和らげ､水資源を溶着して洪水を軽

減し､大気を浄化する｡

また土砂の崩壊･流失を防ぎ､防風の役目を果たすなど､多くの公益的な機能を持っ

ている｡人間が生きるために欠かせないものであるから､森林を保護し育成することは

永遠の課題である｡

しかし､最近外材の輸入､価格の低落､住宅建築の低迷等により､山林経営意欲が失

われている｡



その上､林菓作業鼻の高齢化､不足などもあり､山村に対する諸政策を持ってしても

山村の過疎化に歯止めをかけることができない状況にある｡

よって政掛こおかれては､森林のもつ公益性を再認識され､森林交付税を創設し､森林

の在る自治体に還元されることを強く要望する｡

以上､地方自治法第99条第2項の規定により意見書を提出する｡

平成6年9月29日

鳥　取　県　三　朝　町　議　会

I


